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Ｈ２７ ２年 基礎学力テスト
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（７）ｙ＝－

（－６，２）がグラフ上にあるので、ｙ＝

－６＝
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（５）Ｓ＝

（１）５－４× ３＝５－１２＝－７

（２）（４ａ＋ｂ）－２（ａ－ｂ）＝４ａ＋ｂ－２ａ＋２ｂ＝２ａ＋３ｂ

（３）方程式

（４）ａ＝－３，ｂ＝６のとき、－ａ

（６）１個ａｋｇの荷物７個と、１個ｂｋｇの荷物４個の重さの合計は９０ｋｇ未満である。

この数量の関係を不等式に表すと
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（８）ｘ＞０のとき、ｘの値が増加すると、ｙの値が減少するものは
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グラフが右下がりになるものであり

（９）一次関数

（１０）

代入して

∠ｘの大きさは

∠○＝ａ

ｙ＝－２ｘ＋ａ

７＝－６＋ａ

∠●＝ｂとすると

のグラフは、点（３，７）を通る。

ａ＝７＋６

２ａ＋２ｂ＋１１０＋１００＝３６０

２ａ＋２ｂ＝１５０

両辺を２で割って

ａ＋ｂ＝７５

∠ｘ＝１８０－７５＝１０５°

ａ＝１３
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（１１）この立体は底面の半径３ｃｍ，高さ４ｃｍの円錐である。

Ｖ＝
π× ３２× ４

３
＝１２π
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２．

（１）相対度数はその度数を全体で割る

４÷ ５０＝０．０８

（３）ア

イ

ウ

エ

８秒未満の生徒は８＋３ほ１１人である。正しくない

Ａ組

中央値は１３番の生徒の記録

最頻値は最も度数の大きい階級の階級値

Ａ組

７＋５＝１２人

７．７５ Ｂ組

Ｂ組

８．７５

５＋９＝１４人

Ａ組

Ａ組が小さい

正しくない

８．２５

正しい

Ａ組が少ない。正しい

Ｂ組 ８．７５
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３．

４．

（１）△ＡＤＣ≡△ＣＥＢ

（１）ア

（２）

（３）１０８００÷ ２５０＝４３．２

イ

かずおさんのかんがえ

ウ

１０時２４分より４３分１２秒前は９時４０分４８秒

②÷ ５０

①× ５

１０時２４分

ｘ＋ｙ＝４０

２５０ｘ＋３００ｙ＝１０８００・・②

ｘ＋ｙ＝１０８００

２５０

ｘ
＋
３００

ｙ

５ｘ＋６ｙ＝２１６

５ｘ＋５ｙ＝２００

・・・・・・・・・・①

＝４０

ｙ＝１６

４３分１２秒

ｘ＝２４
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５．

（２）△ＡＤＣと△ＣＥＢにおいて

正三角形より

ＡＣ＝ＣＢ・・・・・・・・①

∠ＣＡＤ＝∠ＢＣＥ＝６０° ・・②

仮定より

ＡＤ＝ＣＥ・・・・・・③

①②③より２組の辺とその間の角がそれぞれ

等しいので△ＡＤＣ≡△ＣＥＢ

（３）一つの外角はその隣にない二つの内角の和に等しいので

∠ＢＦＣ＝∠ＢＥＣ＋∠ＡＣＤ＝∠ＡＤＣ＋∠ＡＣＤ＝１８０－∠Ａ＝１８０－６０＝１２０°
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（１）点Ｐは５秒で１０ｃｍ動いているので

（２）点Ｑは８秒間で１０ｃｍを１往復しているので

（３）一回目は

二回目は

点Ｑが点Ａから点Ｂまで移動するとき傾きは２．５なので

ｙ＝２．５ｘ＋ｂとおくと

１０＝２０＋ｂ

Ｐ：ｙ＝－２ｘ＋ｂとおくと（５，１０）を代入して

Ｑ：ｙ＝２．５ｘ－１０

Ｐ：ｙ＝２ｘ

Ｑ：ｙ＝－２．５ｘ＋１０

２ｘ＝－２．５ｘ＋１０

４．５ｘ＝１０

－２ｘ＋２０＝２．５ｘ－１０

－４．５ｘ＝－３０

１０＝－１０＋ｂ

よって

ｂ＝－１０

ｘ＝

ｙ＝－２ｘ＋２０

４．５

３０

ｘ＝

（８，１０）を通るので代入して

よってｙ＝２．５ｘ－１０

４．５

１０

ｂ＝２０

＝
３００

４５

１秒間に２ｃｍ動く。

４≦ｘ≦８

＝
１００

４５

＝
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３

２０ｃｍ÷ ８秒＝２．５ｃｍ

＝

秒後

２０

９
秒後


